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１．検証の概要

• 平成27（2015）年度以降の改定状況等も踏まえつつ、一次統計から提供
されるデータの差異による第一次年次推計から第二次年次推計への改
定に係る家計消費及び総固定資本形成への影響について、複数時点で
検証を実施。

「公的統計の整備に関する基本的な計画」（第Ⅲ期）（抜粋）

• ＱＥ及び年次推計の精度向上には、一次統計から国民経済計算の推計におけ
るそれぞれの段階（ＱＥ、年次推計）において提供するデータの差異を抑制する
ことが重要である。

• このため、平成27年度以降の第一次年次推計から第二次年次推計への改定
状況等を踏まえた検証を行う（財については平成31（2019）年央までに検証）。
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１．検証の概要（続き）
• 平成30年7月の国民経済計算体系的整備部会で、財部分における検証を早急
に実施するとしたことを受け、既存データによる暫定分析の結果を同年8月に関
係府省に提示、10月の同部会でもご報告したところ。

• 今回お示しするのは、この財部分における検証の最終結果である。JSNAの品目
別（約400分類）家計消費と総固定資本形成に係る財部分の改定差の分析とい
う点では暫定分析と同じだが、以下の通り、一次統計から提供されるデータの
差異からくる年次推計の改定の長期的な傾向がより厳密に反映されるよう、新
たな枠組みで推計・検証を行った。
① 暫定分析は、平成23年基準で利用可能な既存データを用いたため、2012、13及

び15年を対象としたが、今回の検証では、新たに詳細な基礎統計を入手し、平成
23年基準で、直近の2016年第二次年次推計のデータも含めた2012～16年を対
象とした。

② 平成23年基準では、バランスにより毎年需要項目への配分比率が変化しうる。今
回の検証では、一次統計から提供されるデータの差異による影響をより厳密に
分析するため、直近の年次推計の配分比率に固定して推計・検証を行った 。
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２．主な改定差上位品目（家計消費）
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品目
改定寄与度
（絶対値平均）

[%pt]
年次推計における利用統計等

暫定分析
上位品目

そう菜・すし・弁当 0.049 工業統計、（利用統計等なし） 〇

清涼飲料 0.039 工業統計、清涼飲料水関係統計資料 〇

民生用エアコンディショナ 0.036 工業統計、経済産業省生産動態統計（経済産業省） 〇

携帯電話機 0.028 同上 〇

肉加工品 0.028 工業統計、食品産業動態調査（農林水産省） 〇

パン類 0.023 同上 〇

化粧品・歯磨 0.021 工業統計、経済産業省生産動態統計（経済産業省）、薬事工業
生産動態統計（厚生労働省）

民生用電気機器（エアコンを除く。） 0.021 工業統計、経済産業省生産動態統計（経済産業省）

菓子類 0.020 工業統計、菓子統計 〇

（注）１．下線は、第一次年次推計における利用統計等（工業統計は、第二次年次推計でのみ利用）。
２．青字は、業界統計等。
３．「暫定分析上位品目」は、平成30年10月の部会でお示しした暫定分析での例示品目。
４．改定寄与度は、今回試算したGDP相当部分に対するもの。



３．主な改定差上位品目（総固定資本形成）
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品目
改定寄与度
（絶対値平均）

[%pt]
年次推計における利用統計等

暫定分析
上位品目

鋼船（防衛装備品を除く。） 0.065 工業統計、造船造機統計（国土交通省） 〇

電気照明器具 0.044 工業統計、経済産業省生産動態統計（経済産業省） 〇

半導体製造装置 0.040 同上 〇

サービス用機器 0.034 同上 〇

建設・鉱山機械 0.028 同上 〇

原動機 0.026 同上 〇

開閉制御装置・配電盤 0.025 同上 〇

ボイラ 0.024 同上

パーソナルコンピュータ 0.023 同上 〇

金属加工機械 0.022 同上

（注） １．下線は、第一次年次推計における利用統計等（工業統計は、第二次年次推計でのみ利用）。
２．「暫定分析上位品目」は、平成30年10月の部会でお示しした暫定分析での例示品目。
３．改定寄与度は、今回試算したGDP相当部分に対するもの。



４．改定差上位品目の傾向
① 改定寄与度が大きい品目（絶対値平均で0.020%ptを超えるもの）

をみると、順位の変動はあるものの、全体的な傾向は暫定的分析
と類似している。
• 家計消費では「化粧品・歯磨」「民生用電気機器（エアコンを除く。）」が、総固
定資本形成では「ボイラ」「金属加工機械」が新たに上位品目となっている。
また、経済産業省から詳細な分析をお示しいただいた「民生用エアコンディ
ショナ」も、同様に上位品目となっている。

• 暫定分析で家計消費または総固定資本形成に係る上位品目だった「冷凍
魚介類」「医療用機械器具」「化学機械」の改定寄与度も、これらに次ぐもの
であり、全体的な傾向は変わらない。

② 家計消費も総固定資本形成も、概ね上位5品目の改定寄与度が
比較的大きい。

5



４．改定差上位品目の傾向（続き）
③ JSNAの第二次年次推計では、今回お示しした各品目で、工業統計のより細かい

品目データを用い、伸び率をもとに出荷額を延長推計している。
そこで、生産動態統計では部分品等が調査されないことを考慮し、家計消費及
び総固定資本形成のそれぞれ上位５品目のうち、(1)利用する一次統計が生産
動態統計（第一次）から工業統計（第二次）に変わり、かつ(2) 第二次年次推計
で複数の完成品の工業統計品目から推計される品目（※１）について、改定寄与
度（絶対値平均）の大きい主な工業統計上の品目を見ると以下の通り。
• 前掲の総固定資本形成の上位品目のうちこれら以外の品目でも、改定寄与度の大きい品目は、部
分品等ではなく、ほぼ工業統計に対応品目がある完成品であった。

（※１）該当は総固定資本形成の上位５品目のみ。
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品目 改定寄与の大きい主な工業統計上の品目 対応する第一次年次推計での利用統計

鋼船（防衛装備品を除く。） 鋼製貨物船／鋼製油送船の新造（※２） 造船造機統計調査（国土交通省）

電気照明器具 白熱電灯器具 経済産業省生産動態統計（経済産業省）

半導体製造装置 ウェーハプロセス用処理装置 同上

サービス用機器 パチンコ、スロットマシン なし

建設・鉱山機械 建設用クレーン、その他の建設機械・鉱山機械 経済産業省生産動態統計（経済産業省）

（※２）いずれも「２０総t以上の動力船」



５．改定差上位品目の基礎統計の動向
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改定寄与度（絶対値平均）の大きい主な工業統計上の品目について、工業統計（出荷額）と、対応する生産
動態統計（生産金額）の前年比を比較すると、乖離がみられる。
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５．改定差上位品目の基礎統計の動向（続き）
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改定寄与度（絶対値平均）の大きい主な工業統計上の品目について、工業統計（出荷額）と、対応する生産
動態統計（生産金額）の前年比を比較すると、乖離がみられる。
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※経済産業省生産動態統計の品目コードはH27時点



６．第一次年次推計の推計方法の検討
(1) 基礎統計の組み替えでの対応
① 「民生用エアコンディショナ」及び「携帯電話機」

• 上述の総固定資本形成のほか、家計消費について上位５品目をみると、産業連関表
の推計に近づける提案をいただいている「肉加工品」以外では、「民生用エアコンディ
ショナ」と「携帯電話機」が入っており、特に前者については、経済産業省から詳細な分
析を部会でお示しいただいたところ。

• 「民生用エアコンディショナ」については、その分析に従い『経済産業省生産動態統計』
の大出力機種等の部分を、「民生用エアコンディショナ」の工業統計品目である「エアコ
ンディショナ（ウインド形、セパレート形等）」から「冷凍機・温湿調整器」の工業統計品目
である「エアコンディショナ（ウインド形、セパレート形を除く ）」に対応させなおして前年
比を比較。

→ 前年比の改定幅の絶対値平均をみると、家計消費に配分されない「ウインド形、セパ
レート形を除く 」では縮小（7.3→4.1%pt）するものの、家計消費に配分される「ウインド形、
セパレート形等」ではむしろ拡大（14.7→16.9%pt）している。

• 「携帯電話機」については、経済産業省の分析によれば、品目概念には工業統計と生
産動態統計で差はないが、工業統計調査において報告者からより正確な報告値を回
答いただけるようにするとのことであり、その結果を踏まえて検討してまいりたい。
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６．第一次年次推計の推計方法の検討
(1) 基礎統計の組み替えでの対応
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６．第一次年次推計の推計方法の検討
(1) 基礎統計の組み替えでの対応
② 「電気照明器具」

• 上述のとおり、「電気照明器具」では、工業統計品目「白熱電灯器具」に対応する基礎
統計の伸び率の改定差が、年次推計での改定差につながっている。

• 工業統計品目「白熱電灯器具」に対応する『経済産業省生産動態統計』の把握品目を
みると、前者に対応する部分が、後者では、「白熱灯器具」と「自動車用器具（二輪自動
車用を含む）」という、種類別と目的別の二つの面から分けて調査されている。

• しかし、工業統計の「白熱電灯器具」に該当する生産動態統計の「自動車用器具（二輪
自動車用を含む）」の内訳（下図網掛けの部分）がわからないため、組み替えで対応す
ることが難しい。
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６．第一次年次推計の推計方法の検討
(2)産業連関表の推計方法への接近

• このほか、一部の食料品と鋼船の第一次年次推計の推計方法を、産業連関表
に近づけることができないか、とのご提案をいただいたところ。

• これらのうち、清涼飲料と鋼船については、JSNAの第一次年次推計と産業連関
表で利用統計が同じであり、現在でも齟齬はないと理解。

• その他の品目（肉加工品、冷凍魚介類及び菓子類）については、JSNAの第二次
年次推計が、工業統計の細かい品目別データをもとに延長推計しており、第一
次年次推計でもその分類に対応させる必要があることから、以下の通り、中間
年推計での対応は困難な課題が多い。
① 品目別情報がなく、品目別分割比率も得られない（菓子類の『第６次産業化総合調査』

（農林水産省））。

② 品目別情報があっても、二つ以上の異なる統計を合成して一つの延長指標にするための
ウェイトが存在しない（菓子類の各種業界統計等）。

③ 基準年しか情報がないものは、延長指標の前年比の補正には利用できない（冷凍魚介
類の副産物や菓子類の製造小売（『経済センサスー活動調査組替集計』（総務省））。

④ 一部の統計は、公表時期や公表間隔の関係から、第一次年次推計には間に合わない
（肉加工品の『酒類食品統計年報』（日刊経済通信社））。
なお、『酒類食品統計月報』（同）の内容は、JSNAが用いている『食品産業動態調査』（農林水産業）と同じ
であり、新たな情報が利用できるようになるわけではない。
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７．まとめ
① 本検証では、家計消費や総固定資本形成の改定差上位品目については、順位

の変動はあるものの、全体的には暫定分析と概ね同様の結果。
• これらを工業統計品目のレベルでみると、伸び率が第一次年次推計での利用統計から第二次年次
推計の工業統計にかけて改定される結果、完成品で、改定寄与度が大きいものがみられる。

② 第一次年次推計の推計方法を産業連関表に近づけるには困難な課題が多い。
• 仮にそれができたとしても、第一次・第二次年次推計間の「一次統計からJSNAに提供されるデータの
差異」は残る。SUT体系への移行と基準年・中間年推計のシームレス化、それらの推計の基礎となる
『経済センサス－活動調査』や『経済構造実態調査』といった基礎統計のシームレス化、そして、SUT
から推計される産業連関表への移行、という将来の方向性を見据える必要がある。

• 関連して業界統計の利用の提案も含まれているが、こうしたSUT体系への移行の方向性からも慎重
に考える必要がある。

③ 基本計画の趣旨を踏まえつつ、SUT体系への移行の方針に沿うためには、工業
統計品目のレベルで見て改定寄与度が大きくなっているものを含め、構造統計と
動態統計の差異について分析し、フィードバックしていくことも重要。

・「サービス用機器」に利用されている「パチンコ、スロットマシン」は、経済産業省の分析のとおり、第
一次年次推計で利用可能な一次統計がないことが改定につながっている。

・「民生用エアコンディショナ」や「電気照明器具」にみられるように、工業統計と生産動態統計の品目分類の
考え方の違いも改定差に影響していると考えられる。
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